
黴
雨
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
宮
崎
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
福
の
段
、

大
慶
に
存
じ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
、
格
段
の
ご
高
配
を
賜
り
衷
心
よ
り
の
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

六
月
の
自
衛
隊
関
連
行
事
は
十
二
日
に
自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
会
総
会
が
ホ
テ
ル

メ
リ
ー
ジ
ュ
で
開
催
さ
れ
、
西
方
の
援
護
担
当
幹
部
か
ら
は
退
職
自
衛
官
の
特
性
と
し
て

①
頗
る
健
康
、
②
組
織
人
、
③
危
機
管
理
に
強
い
と
の
説
明
が
あ
り
、
支
部
会
員
企
業
の

社
員
募
集
時
は
是
非
と
も
退
職
自
衛
官
も
視
程
に
収
め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
（
笑
）

翌
十
三
日
は
宮
崎
市
で
の
高
等
工
科
学
校
宮
崎
県
育
成
会
理
事
会
に
参
加
し
て
、
宮
崎

県
育
成
会
再
編
に
向
け
て
の
諸
課
題
を
理
事
の
皆
様
と
協
議
・
検
討
致
し
ま
し
た
。

ま
た
十
五
日
は
宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
総
会
を
都
城
の
中
山
荘
で
挙
行
し
、
宮
崎
支

部
よ
り
三
名
の
理
事
と
参
加
致
し
ま
し
た
が
、
防
衛
協
会
と
青
年
部
会
の
関
係
正
常
化
が

当
面
の
課
題
で
あ
り
、
改
め
て
支
部
の
皆
様
に
は
ご
相
談
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
小
川
和
久
氏
よ
り
興
味
深
い
メ
ル
マ
ガ
が
届
き
ま
し
た
の
で
、

ご
了
承
の
上
ご
紹
介
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
も
何
卒
ご
一
読
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

・・ ・・
憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条
こ
そ

こ
そ

こ
そ

こ
そ
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
じ
ゃ
な
い
の

じ
ゃ
な
い
の

じ
ゃ
な
い
の

じ
ゃ
な
い
の
？？ ？？

六
月
四
日
に
開
か
れ
た
衆
議
院
憲
法
審
査
会
の
参
考
人
質
疑
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
。
出
席
し
た
三
人
の
憲
法
学
者

憲
法
学
者

憲
法
学
者

憲
法
学
者
の
う
ち
、
な
ん
と
与
党
推
薦

与
党
推
薦

与
党
推
薦

与
党
推
薦
のの のの
参
考
人

参
考
人

参
考
人

参
考
人
が
、
野
党
側
の

参
考
人
と
一
緒
に
「
安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制
はは はは
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
」
と
明
言
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
は
、

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
。

衆
院
審
査
会

衆
院
審
査
会

衆
院
審
査
会

衆
院
審
査
会
：： ：：
「「 「「
安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制
はは はは
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
」」 」」
参
考
人
全
員

参
考
人
全
員

参
考
人
全
員

参
考
人
全
員
がが がが
批
判

批
判

批
判

批
判

「
衆
院
憲
法
審
査
会
は
六
月
四
日
、
与
野
党
が
推
薦
し
た
憲
法
学
者
三
人
を
招
い
て
参
考

人
質
疑
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
立
憲
主
義
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

民
主
党

民
主
党

民
主
党

民
主
党
のの のの
中
川
正
春
元
文
部
科
学
相

中
川
正
春
元
文
部
科
学
相

中
川
正
春
元
文
部
科
学
相

中
川
正
春
元
文
部
科
学
相
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
含
む
安
全
保
障

関
連
法
案
に
つ
い
て
質
問

質
問

質
問

質
問
し
た
の
に
対
し
、
全
員
が
『
憲
法
九
条
違
反
』
と
明
言
し
た
。

政
府
・
与
党
は
今
国
会
で
、
関
連
法
案
の
必
要
性
を
丁
寧
に
説
明
し
て
国
民
の
理
解
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
専
門
家
か
ら
批
判
的
な
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の
審
議

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
も
出
て
い
る
。

◇◇ ◇◇
「「 「「
解
釈

解
釈

解
釈

解
釈
、、 、、
整
合
性
確
保

整
合
性
確
保

整
合
性
確
保

整
合
性
確
保
」」 」」
官
房
長
官

官
房
長
官

官
房
長
官

官
房
長
官

参
考
人
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
次
世
代
の
党
推
薦
の
長
谷
部
恭
男
氏

長
谷
部
恭
男
氏

長
谷
部
恭
男
氏

長
谷
部
恭
男
氏
、、 、、
民
主
党
推
薦

の
小
林
節
氏

小
林
節
氏

小
林
節
氏

小
林
節
氏
、、 、、
維
新
の
党
推
薦
の
笹
田
栄
司
氏

笹
田
栄
司
氏

笹
田
栄
司
氏

笹
田
栄
司
氏
。。 。。
自
民
党
の
委
員
に
続
い
て
質
問
に
立
っ



た
中
川
氏
は
『
先
生
方
が
裁
判
官
な
ら
安
保
法
制
を
ど
う
判
断
す
る
か
』
と
各
氏
の
見
解

を
聞
い
た
。

長
谷
部
氏

長
谷
部
氏

長
谷
部
氏

長
谷
部
氏
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
つ
い
て
『
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
だ
。
従
来
の
政
府
見

解
の
基
本
的
枠
組
み
で
は
説
明
が
つ
か
ず
、
法
的
安
定
性

法
的
安
定
性

法
的
安
定
性

法
的
安
定
性
を
大
き
く
揺
る
が
す
』
と
指
摘
。

『
外
国
軍
隊
の
武
力
行
使

武
力
行
使

武
力
行
使

武
力
行
使
とと とと
一
体
化

一
体
化

一
体
化

一
体
化
す
る
恐
れ
が
極
め
て
強
い
』
と
述
べ
た
。

小
林
氏

小
林
氏

小
林
氏

小
林
氏
も
『
憲
法
九
条
は
海
外
で
軍
事
活
動
す
る
法
的
資
格
を
与
え
て
い
な
い
。
仲
間

仲
間

仲
間

仲
間

のの のの
国国 国国
をを をを
助助 助助
け
る
た
め
に

け
る
た
め
に

け
る
た
め
に

け
る
た
め
に
海
外

海
外

海
外

海
外
にに にに
戦
争

戦
争

戦
争

戦
争
に
行
く
の
は
憲
法
違
反
だ
』
と
批
判
し
た
。
政
府
が

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
例
と
し
て
想
定
す
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
の
機
雷
掃
海

機
雷
掃
海

機
雷
掃
海

機
雷
掃
海
や
、
朝
鮮
半

島
争
乱
の
場
合
に
日
本
人

日
本
人

日
本
人

日
本
人
をを をを
輸
送

輸
送

輸
送

輸
送
す
る

す
る

す
る

す
る
米
艦
船

米
艦
船

米
艦
船

米
艦
船
へ
の
援
護
も
『
個
別
的
自
衛
権

個
別
的
自
衛
権

個
別
的
自
衛
権

個
別
的
自
衛
権
で
説
明
が

つ
く
』
と
の
見
解
を
示
し
た
。

笹
田
氏

笹
田
氏

笹
田
氏

笹
田
氏
はは はは
従
来

従
来

従
来

従
来
のの のの
安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制

安
保
法
制
を
『
内
閣
法
制
局
と
自
民
党
が
（
憲
法
と
の
整
合
性
を
）

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス

ガ
ラ
ス
細
工

細
工

細
工

細
工
の
よ
う
に
ぎ
り
ぎ
り
で
保
っ
て
き
た
。
し
か
し
今
回

今
回

今
回

今
回
、、 、、
踏踏 踏踏
みみ みみ
越越 越越
え
て
し
ま
っ

た
』
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
安
保
法
制
に
関
す
る
与
党
協
議
会
で
公
明
党

公
明
党

公
明
党

公
明
党
の
責
任
者
だ
っ
た
北
側
一

北
側
一

北
側
一

北
側
一

雄
副
代
表

雄
副
代
表

雄
副
代
表

雄
副
代
表
は
『
九
条
で
ど
こ
ま
で
自
衛
の
措
置
が
許
さ
れ
る
か
、
（
憲
法
解
釈
を
変
更
し

た
）
昨
年
七
月
の
閣
議
決
定
に
至
る
ま
で
突突 突突
きき きき
詰詰 詰詰
め
て

め
て

め
て

め
て
議
論

議
論

議
論

議
論
し
た

し
た

し
た

し
た
』』 』』
とと とと
反
論

反
論

反
論

反
論
。。 。。
憲
法
上
許

さ
れ
る
自
衛
の
措
置
に
は
集
団
的
自
衛
権
も
一
部
含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
、
違

憲
で
は
な
い
と
強
調
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
、
菅
義
偉
官
房
長
官

菅
義
偉
官
房
長
官

菅
義
偉
官
房
長
官

菅
義
偉
官
房
長
官
は
四
日
の
記
者
会
見
で
『
憲
法
解
釈
と
し
て
法
的

安
定
性
や
論
理
的
整
合
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
』
と
し
た
う
え
で
、
『
ま
っ
た
く
違
憲

違
憲

違
憲

違
憲
でで でで

な
い

な
い

な
い

な
い
と
い
う
著
名
な
憲
法
学
者
も
た
く
さ
ん
い
る

た
く
さ
ん
い
る

た
く
さ
ん
い
る

た
く
さ
ん
い
る
』
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
三
人
の
参
考
人
が
そ
ろ
っ
て
安
保
法
制
を
批
判
し
た
こ
と
に
、
自
民
党
国
対

自
民
党
国
対

自
民
党
国
対

自
民
党
国
対

幹
部

幹
部

幹
部

幹
部
は
『
自
分
た
ち
が
呼呼 呼呼
ん
だ

ん
だ

ん
だ

ん
だ
参
考
人

参
考
人

参
考
人

参
考
人
がが がが
違
憲

違
憲

違
憲

違
憲
と
言
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
後
の
審
議

審
議

審
議

審
議
にに にに
影影 影影

響響 響響
は
あ
る
』
と
認
め
た
。
一
方
、
民
主
党

民
主
党

民
主
党

民
主
党
のの のの
長
妻
昭
代
表
代
行

長
妻
昭
代
表
代
行

長
妻
昭
代
表
代
行

長
妻
昭
代
表
代
行
は
会
見
で
『
本
日
の
憲
法

審
査
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
質
疑
す
る
』
と
述
べ
、
五
日
に
再
開
す
る
衆
院
平
和
安
全

法
制
特
別
委
員
会
で
政
府

政
府

政
府

政
府
をを をを
追
及

追
及

追
及

追
及
す
る
考
え
を
示
し
た
」
（
六
月
四
日
付
け
毎
日
新
聞
）

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
眺
め
て
い
て
、
む
く
む
く
と
疑
問

疑
問

疑
問

疑
問
が
頭
を
も
た
げ
て
き
ま
し
た
。

確
か
に
、
長
谷
部
氏

長
谷
部
氏

長
谷
部
氏

長
谷
部
氏
が
言
う
よ
う
に
「
従
来
の
政
府
見
解
の
基
本
的
枠
組
み
で
は
説
明

が
つ
か
な
い
」
「
外
国
軍
隊
の
武
力
行
使
と
一
体
化
す
る
恐
れ
が
極
め
て
強
い
」
と
い
っ

た
点
は
、
そ
の
通
り
だ
と
肯
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
政
府

政
府

政
府

政
府
・・ ・・
与
党
側

与
党
側

与
党
側

与
党
側

のの のの
反
論

反
論

反
論

反
論
はは はは
「「 「「
苦苦 苦苦
し
い

し
い

し
い

し
い
な
ぁ
」
と
い
う
印
象
で
さ
え
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
を
め
ぐ
っ
て
「
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ



れ
ば
、
も
っ
と

も
っ
と

も
っ
と

も
っ
と
大
本

大
本

大
本

大
本
（
お
お
も
と
）
か
ら
斬
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
問
題
に
触
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

日
本

日
本

日
本
のの のの
憲
法
議
論

憲
法
議
論

憲
法
議
論

憲
法
議
論
で
は

で
は

で
は

で
は
皆
無

皆
無

皆
無

皆
無
だ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条
こ
そ

こ
そ

こ
そ

こ
そ
、、 、、
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
少
な
く
と
も
、
憲
法
第
九
条
が

違
憲
状
態

違
憲
状
態

違
憲
状
態

違
憲
状
態
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
は
、
真
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
す
。
日
本
国
憲
法
を
貫
い
て
い
る
「「 「「
前
文

前
文

前
文

前
文
のの のの
精
神

精
神

精
神

精
神
」」 」」
とと とと
大大 大大
き
く

き
く

き
く

き
く

矛
盾

矛
盾

矛
盾

矛
盾
す
る
面
を
残
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

日
本
国
憲
法
の
前
文
は
、
最
後
の
部
分
で
、
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
れ
ら
は
、
平
和

平
和

平
和

平
和
をを をを
維
持

維
持

維
持

維
持
しし しし
、、 、、
専
制

専
制

専
制

専
制
とと とと
隷
従

隷
従

隷
従

隷
従
、、 、、
圧
迫

圧
迫

圧
迫

圧
迫
とと とと
偏
狭

偏
狭

偏
狭

偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去

除
去

除
去

除
去

し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉

名
誉

名
誉

名
誉
あ
る

あ
る

あ
る

あ
る
地
位

地
位

地
位

地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ

れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存

す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と

の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、

普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と

対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。
日
本
国
民

日
本
国
民

日
本
国
民

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名

誉
に
か
け
、
全
力

全
力

全
力

全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高

崇
高

崇
高

崇
高
なな なな
理
想

理
想

理
想

理
想
とと とと
目
的

目
的

目
的

目
的
をを をを
達
成

達
成

達
成

達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
」

か
み
砕
い
て
言
う
な
ら
、
こ
れ
は
「
日
本
国
は
、
世
界

世
界

世
界

世
界
のの のの
平
和

平
和

平
和

平
和
をを をを
実
現

実
現

実
現

実
現
す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

す
る
た
め
に
行行 行行

動動 動動
す
る
こ
と
を
誓
う
」
と
、
誇
り
高
く
宣
言
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条
は
次
の
よ
う
な
具
体
性

具
体
性

具
体
性

具
体
性
にに にに
欠欠 欠欠
け
る

け
る

け
る

け
る
文
言

文
言

文
言

文
言
の
羅
列

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
第
九
条

第
九
条

第
九
条

第
九
条
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権

国
権

国
権

国
権
のの のの
発
動

発
動

発
動

発
動
た
る

た
る

た
る

た
る
戦
争

戦
争

戦
争

戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争

国
際
紛
争

国
際
紛
争

国
際
紛
争
をを をを
解
決

解
決

解
決

解
決

す
る

す
る

す
る

す
る
手
段

手
段

手
段

手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

放
棄

放
棄

放
棄
す
る
。

第
二
項
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持

し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
」

「
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
武
力
の
行
使
」
を
「
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
」

は
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
「
放
棄
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
侵
略
的

侵
略
的

侵
略
的

侵
略
的
なな なな
戦
争

戦
争

戦
争

戦
争
をを をを
行行 行行
わわ わわ

な
い

な
い

な
い

な
い
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
際
法
に
違
反
し
た
侵
略
国
家
に
対
す
る
国
連
安
保
理
決
議
に
基
づ
く
集
団

集
団

集
団

集
団

安
全
保
障
措
置

安
全
保
障
措
置

安
全
保
障
措
置

安
全
保
障
措
置
ま
で

ま
で

ま
で

ま
で
「「 「「
戦
争

戦
争

戦
争

戦
争
」」 」」
で
あ
り
「
武
力
の
行
使
」
だ
と
決
め
つ
け
る
大
き
な
誤
解

誤
解

誤
解

誤
解



とと とと
錯
覚

錯
覚

錯
覚

錯
覚
を
生
み
出
し
て
い
る
点
は
、
憲
法
前
文

憲
法
前
文

憲
法
前
文

憲
法
前
文
のの のの
精
神

精
神

精
神

精
神
とと とと
矛
盾

矛
盾

矛
盾

矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
角
度
か

ら
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
世
界

世
界

世
界

世
界
のの のの
平
和

平
和

平
和

平
和
をを をを
実
現

実
現

実
現

実
現
す
る
た
め
に
行
動
す
る
と
は
、
い
か
な

る
姿
形

姿
形

姿
形

姿
形
とと とと
能
力

能
力

能
力

能
力
を
持
っ
て
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
自
国
の
安
全
を
図
る
た
め
の
防防 防防

衛
力

衛
力

衛
力

衛
力
と
の

と
の

と
の

と
の
関
係

関
係

関
係

関
係
に
お
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。

私
は
、
憲
法
改
正

憲
法
改
正

憲
法
改
正

憲
法
改
正
のの のの
議
論

議
論

議
論

議
論
でで でで
延
々

延
々

延
々

延
々
と
時
間
が
空
費
さ
れ
る
こ
と
を
、
「「 「「
日
本
国

日
本
国

日
本
国

日
本
国
のの のの
国
際

国
際

国
際

国
際

平
和

平
和

平
和

平
和
にに にに
対対 対対
す
る

す
る

す
る

す
る
責
任

責
任

責
任

責
任
のの のの
放
棄

放
棄

放
棄

放
棄
」」 」」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
お
い
て
は
、
憲
法
を
正
面
か
ら
改
正
す
る
方
向
で
議
論
を
進
め
つ
つ
も
、
今
す

ぐ
に
で
も
安
全
保
障
基
本
法

安
全
保
障
基
本
法

安
全
保
障
基
本
法

安
全
保
障
基
本
法
の
よ
う
な
法
律
を
制
定
し
、
現
在
の
憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条
のの のの
条
文

条
文

条
文

条
文
にに にに

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て

つ
い
て
、、 、、
憲
法
前
文

憲
法
前
文

憲
法
前
文

憲
法
前
文
のの のの
精
神

精
神

精
神

精
神
に
照
ら
し
た
規
定
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

国
家
的
な
戦
力
投
射
能
力
を
持
た
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
現
在
の
自
衛
隊

自
衛
隊

自
衛
隊

自
衛
隊
の
よ
う
な

の
よ
う
な

の
よ
う
な

の
よ
う
な
構
造

構
造

構
造

構
造

を
も
つ

を
も
つ

を
も
つ

を
も
つ
軍
事
組
織

軍
事
組
織

軍
事
組
織

軍
事
組
織
の
保
持
を
し
て
、
侵
略
戦
争

侵
略
戦
争

侵
略
戦
争

侵
略
戦
争
を
し
な
い
と

を
し
な
い
と

を
し
な
い
と

を
し
な
い
と
明明 明明
記記 記記
す
る
こ
と
は
可
能
な
は

ず
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
な
ど
の
国
際
平
和

国
際
平
和

国
際
平
和

国
際
平
和
協協 協協
力力 力力
活活 活活
動動 動動

や
有
志
連
合
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
な
ん
ら
憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反

憲
法
違
反
のの のの
問問 問問
題題 題題
はは はは
生生 生生
じ
な
い

じ
な
い

じ
な
い

じ
な
い
し
、
周
辺

諸
国
の
懸
念
も
生
じ
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
取取 取取
りり りり
組組 組組
み
を
し
な
い
ま
ま

み
を
し
な
い
ま
ま

み
を
し
な
い
ま
ま

み
を
し
な
い
ま
ま
、、 、、
戦
力

戦
力

戦
力

戦
力
のの のの
不不 不不
保
持

保
持

保
持

保
持
がが がが
語語 語語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

と
き
の
与
野
党
の
力
関
係
に
お
い
て
いい いい
かか かか
よ
う
に
で
も

よ
う
に
で
も

よ
う
に
で
も

よ
う
に
で
も
解
釈

解
釈

解
釈

解
釈
がが がが
変
更

変
更

変
更

変
更
さ
れ
、
世
界
平
和
に

対
す
る
国
際
公
約
を
果
た
せ
な
い
ば
か
り
か
、
国
民
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
に
置
か
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
違
憲
状
態

違
憲
状
態

違
憲
状
態

違
憲
状
態
と
言
わ
ず
し
て
、
な
ん
と
言
う
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
時
々
で
「
自
衛
の
た
め
の
戦
力
を
持
つ
場
合
は
憲
法
の
改
正
を
要
す
る
」
（
保
安

隊
創
設
時
、
吉
田
茂
首
相
）
と
言
っ
た
り
、
「
日
本
に
は
自
衛
権
が
あ
る
。
だ
か
ら
自
衛

の
た
め
の
武
力
行
使
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
。
し
し
た
が
っ
て
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
で
は

な
い
」
（
鳩
山
一
郎
内
閣
当
時
の
憲
法
解
釈
の
論
理
）
と
変
化
す
る
、
つ
ま
り
異異 異異
な
る

な
る

な
る

な
る
解解 解解

釈釈 釈釈
がが がが
生生 生生
まま まま
れれ れれ
る
の
を

る
の
を

る
の
を

る
の
を
許許 許許
す
形
に
し
て
お
け
ば
、
憲
法
前
文
の
精
神
に
違
反
す
る
だ
け
で
な

く
、
国
際
的

国
際
的

国
際
的

国
際
的
なな なな
信
頼

信
頼

信
頼

信
頼
をを をを
失失 失失
う
可
能
性
さ
え
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
元
内
閣
法
制
局
長
官
な
ど
か
ら
「
憲
法
を
改
正
す

る
の
が
筋
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
平
和
を
実
現
し
、
自
国
の
安
全
を

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
順
番
か
ら
言
う
と
、
時時 時時
間間 間間
がが がが
か
か

か
か

か
か

か
か
る
の
を

る
の
を

る
の
を

る
の
を
知知 知知
りり りり
な
が

な
が

な
が

な
が
らら らら
憲
法

憲
法

憲
法

憲
法

改
正

改
正

改
正

改
正
をを をを
振振 振振
り
か
ざ

り
か
ざ

り
か
ざ

り
か
ざ
す
の
は

す
の
は

す
の
は

す
の
は
反
対
論

反
対
論

反
対
論

反
対
論
に
等
し
い
と
思
い
ま
す
。

鳩
山

鳩
山

鳩
山

鳩
山
一一 一一
郎
内
閣

郎
内
閣

郎
内
閣

郎
内
閣
当
時
の
憲
法
解
釈
変
更
に
比
べ
て
も
、
安安 安安
倍
内
閣

倍
内
閣

倍
内
閣

倍
内
閣
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
憲
法
解
釈

憲
法
解
釈

憲
法
解
釈

憲
法
解
釈
のの のの

変
更

変
更

変
更

変
更
はは はは
大大 大大
幅幅 幅幅
な
も
の
で
は
あ

な
も
の
で
は
あ

な
も
の
で
は
あ

な
も
の
で
は
あ
りり りり
まま まま
せせ せせ
んん んん
。。 。。
む
し
ろ
、
自
国
の
安
全
を
武
装
中
立
で
は
な
く
、



同
盟
関
係
に
よ
っ
て
実
現
す
る
選
択
を
し
た
以
上
、
そ
の
前
提
条
件
と
な
る
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
容
認
し
て
、
同
盟
関
係
が
日
本
の
安
全
の
た
め
に
フ
ル
に
機
能
す
る
よ
う
に

正
常
化
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
主
眼
が
置
か
れ
た
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
る
か
ら
で

す
。憲
法
改
正
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
改
正
論
者

改
正
論
者

改
正
論
者

改
正
論
者
は
ま

は
ま

は
ま

は
ま
ずず ずず
、、 、、
憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条

憲
法
第
九
条
こ
そ

こ
そ

こ
そ

こ
そ
違
憲

違
憲

違
憲

違
憲
で
あ

り
、
違
憲
状
態
に
置
か
れ
て
き
た
こ
と
を
明
確
に
し
て
か
ら
、
改
正
へ
の
歩
み
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
憲
法
審
査
会
に
お
け
る
参
考
人

参
考
人

参
考
人

参
考
人
のの のの
意
見

意
見

意
見

意
見
は
、
末
節
と
ま
で
は
言
わ
な
い

ま
で
も
、
重
箱
の
隅
を
突
く
よ
う
な
旧旧 旧旧
態態 態態
依
然

依
然

依
然

依
然
た
る

た
る

た
る

た
る
枝
葉

枝
葉

枝
葉

枝
葉
のの のの
議
論

議
論

議
論

議
論
の
印
象
が
強
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
い
か
に
安
保
法
制
に
つ
い
て
の
判
断
を
求
め
ら
れ
た
場
面
で
の
見
解

だ
っ
た
と
言
っ
て
も
、
そ
の
問
題
は
残
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

以
上

さ
す
が
に
我
々
凡
夫
と
は
視
点
が
違
う
の
は
当
た
り
前
と
し
て
も
、
九
条
そ
の
も
の
が

が
憲
法
違
反
と
は
「
九
条
の
会
」
の
皆
様
に
是
非
問
う
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
(笑
)

今
国
会
の
「
安
保
関
連
三
法
案
」
審
議
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、
論
点
が
本
論
か
ら
ど
ん

ど
ん
逸
れ
て
、
枝
葉
末
節
に
も
似
た
よ
う
な
仮
定
の
質
問
ば
か
り
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
の
は
、
私
一
人
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

「
い
ま
そ
こ
に
あ
る
危
機
」
に
目
を
閉
ざ
し
て
ば
か
り
で
は
、
天
敵
を
見
つ
け
た
時
に

頭
を
地
面
に
埋
め
見
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
い
や
な
現
実
か
ら
は
目
を
背
け
る
と
い
う

意
味
の
「
駝
鳥
の
平
和
論
」
と
国
会
論
戦
が
揶
揄
さ
れ
て
も
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
小
川
先
生
の
知
人
で
著
名
な
公
認
会
計
士
に
教
え
て
頂
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

日
本

日
本

日
本

日
本
企
業

企
業

企
業

企
業
は
海
外
で
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
と
嘲
笑
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
勿
論
こ
れ
は
日
本
が

北
大
西
洋
条
約
機
構
の
加
盟
国
に
な
っ
た
話
に
は
非
ず
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「「 「「
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ａ

Ｎ
Ａ

Ｎ
Ａ
」」 」」
はは はは
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

・・ ・・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
、、 、、
「「 「「
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
」」 」」
はは はは
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
・・ ・・
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
。。 。。
要
す
る
に
、
「
議
論

議
論

議
論

議
論
ば
か
り

ば
か
り

ば
か
り

ば
か
り

し
て
い
て

し
て
い
て

し
て
い
て

し
て
い
て
行
動

行
動

行
動

行
動
し
な
い

し
な
い

し
な
い

し
な
い
」
「
口
ば
っ
か
り
」
だ
と
い
う
、
蔑
み
に
も
通
じ
る
言
葉
の
よ
う

な
の
で
す

。

「
我
々
良
識
あ
る
日
本
国
民
は
違
う
」
と
言
う
と
こ
ろ
を
、
今
国
会
で
与
野
党
の
国
会

議
員
の
皆
様
に
は
是
非
示
し
て
頂
き
た
い
と
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

間
も
な
く
梅
雨
明
け
で
夏
本
番
間
近
に
付
き
、
何
卒
ご
自
愛
専
一
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日

宮
崎
県
防
衛
協
会

青
年
部
会

宮
崎
支
部
長

小
倉

和
彦




